
特集/アイデアとハートで、広げる、福祉のまちづくり

やさしし、福祉のまちづくり賞がスター卜。第1回の大賞(ソフ卜部門)を受賞した、おわらの里ふれあいホームの皆さん。

県広報とやま

必込富山県

みんなで応援2000年国体
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子
ど
も
た
ち
の
夢
の
せ
て

国
体
P
R
カ
l

-
七
月
二
目
、
「
国
体
P
R
力
ー
に
描

く
子
ど
も
の
夢
」
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
最
優
秀
作
品
を
シ
ー
ル
に
し
て
貼

り
付
け
た
P
R
力
|
五
台
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

-
子
ど
も
た
ち
が
か
な
-
え
た
い
夢
の
応

よ
し
え

置
続
い
て
訪
れ
た
吉
江
中
学
校
で
は
、

約
六
十
名
の
吹
奏
楽
部
員
に
よ
る
軽

快
な
ド
リ
ル
演
奏
に
続
い
て
部
員
た
ち

と
交
流
。
生
徒
た
ち
か
ら
は
質
問
が

相
次
ぎ
、
「
知
事
は
ど
ん
な
音
楽
が
好

き
で
す
か
」
と
の
質
問
に
は
「
ス
ト
レ

ス
解
消
の
た
め
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
な
ど

の
ク
ラ
ツ
シ
ッ
ク
音
楽
を
聴
い
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
休
養
と
勉
強
に
メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
て
、
充
実
し
た
学
生
生
活

を
送
っ
て
下
さ
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
ま
し
た
。

同
こ
の
ほ
か
、
福
光
高
校
で
、
車
球
ゃ

な
ぎ
な
た
、
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
の
国
体

強
化
選
手
を
激
励
し
た
後
、
南
砺
広

域
連
合
が
進
め
る
新
病
院
建
設
予
定

地
や
老
人
保
健
施
設
「
な
ん
と
」
を
視

察
し
ま
し
た
。

-
県
で
は
、
今
後
も
、
知
事
が
県
民

と
じ
か
に
接
し
、
地
域
の
実
情
を
把

握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
に
あ
ふ
れ

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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1 1 
地域をつくる仲間たち〈人物カフェ〉

グループ樹の実代表 若井直美さん

とやま感動案内

富山市天文台

とやま音のある風景

二上山平和の鐘

インフォメーション

行ってみよう情報

募
総
数
は
五
十
三
点
。
そ
の
中
か
ら
、

魚
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
様
子
を
描
い
た

立
山
中
央
小
学
校
一
年
一
組
の
作
品

な
ど
五
点
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た。-
表
彰
式
で
は
、
国
体
イ
メ
ー
ジ
ソ

ン
グ
の
メ
ロ
デ
ィ
に
の
っ
て
P
R
力
ー

が
登
場
、
自
分
た
ち
の
作
品
が
貼
ら

れ
た
車
を
見
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
き

な
歓
声
が
あ
が
リ
ま
し
た
。
続
い
て
、

各
ク
ラ
ス
の
代
表
に
表
彰
状
な
ど
が
手

渡
さ
れ
、

2
0
0
0
年
と
や
ま
国
体

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
あ
い
の
風
吹
く
」

を
全
員
で
合
唱
。
最
後
に
、
日
頃
か

ら
練
習
に
励
ん
で
い
る
時
丸

・
風
丸
体

操
を
元
気
良
く
踊
り
ま
し
た
。

-
P
R
力
ー
は
、
日
産
自
動
車
販
売

各
社
か
ら
無
償
貸
与
を
受
け
た
も
の

で
、
来
年
十
月
ま
で
県
内
各
地
を
走

り
、
国
体
開
催
に
向
け
た
気
運
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
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地
域
ぐ
る
み
で
、

こ
こ
ろ
の
教
育

社
会
に
学
ぶ
十
四
歳
の
挑
戦

中
学
二
年
生
が
一
週
間
、
学
校
を

離
れ
、
地
域
で
の
職
場
体
験
ぞ
福
祉
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
や
り
た
い
こ

と
に
取
り
組
む
「
社
会
に
学
ぶ
“
十
四

歳
の
挑
戦
"
」
事
業
が
今
年
度
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

rこ
の
事
業
は
、
思
春
期
の
子
ど
も

た
ち
に
、
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
の
中

で
、
社
会
性
や
生
き
抜
く
力
を
身
に

つ
け
て
も
ら
お
-
つ
と
い
う
も
の
で
す
。

B2970機が来襲。
富山大空襲。

昭和20年8月2日(木)
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ト
ッ
プ
を
切
っ
て
実
施
さ
れ
た
井
波

町
立
井
波
中
学
校
で
は
、
七
月
五
日

か
ら
九
日
ま
で
の
問
、
二
年
生
百
三

十
一
名
が
三
十
六
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
造
園
会
社
、
自
動
車
整
備
工
場
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
保
育
所
、

病
院
な
ど
、
各
々
が
希
望
し
た
事
業

所
で
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

-
こ
の
う
ち
同
町
坪
野
地
内
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
で
は
、
男
子
生
徒
四
名

が
接
客
の
心
構
え
に
つ
い
て
注
意
を
受

け
た
後
、
給
油
や
洗
車
の
作
業
を
体

験
。
「
大
変
だ
ね
。
が
ん
ば
ら
れ
」
と
声

を
か
け
て
い
く
お
客
さ
ん
も
多
く
、
子

ど
も
た
ち
は
照
れ
く
さ
そ
う
に
し
な
が

ら
も
、
「
充
実
感
が
あ
っ
て
楽

し
い
。
将
来
に
役
立
つ
何
か
を

見
つ
け
ら
れ
そ
う
」
な
ど
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

「

「
十
四
歳
の
挑
戦
」
事
業

は
、
今
年
、
県
内
の
中
学
校
の

約
三
分
の
一
に
あ
た
る
二
十
七

校
で
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
が
連

携
し
て
子
ど
も
の
教
育
を
考
え

て
い
く
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

はじめての給油体験に少し緊張

-
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県広報と哲彦 1999.8・ 1

富山県への空襲は、この年の5月下旬、

伏木港への爆弾投下に始まる 。7月に入

ると岩瀬地区の工場地帯にも数度来襲、

人々は緊張を余儀なくされていた。8月

21=1午前O時過ぎ、富山市西南上空より

B29の編隊が侵入。無数の焼夷弾や小型

爆弾を旧市街一帯に股下した。この日は

胤が強く、富山駅付近などから上がった

火の手は、またたく聞に市内をのみつく

した。数時間に及ぶ爆撃と猛火により、

市内はー部を除いて灰燈と化し、状況は

悲惨を桶めた。

毎年、神通川で

開催される花火

大会は、この内

襲で犠牲になっ

た市民への鎮魂

と、ド和への願い

をこめて、1947
(昭和22)年に

行われたのが始

まりである。

本t志は古紙100%0.:病生紙を使用してL啄す.

国体PRカーの前で、時丸 ・風丸体操を踊る子どもたち
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住
民
と
ふ
れ
あ
う
一
日

福
光
町
で
、

知
事
の
ま
ち
ま
わ
り

-
知
事
と
県
民
が
直
接
ふ
れ
あ
い
、
意

見
交
換
な
ど
を
行
う

「知
事
の
ま
ち

ま
わ
り
」
が
、
七
月
五
日
、
福
光
町
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

-
中
沖
知
事
は
午
前
中
、
ご
み
を
固

形
燃
料
化
す
る
シ
ス
テ
ム
を
県
内
で
唯

芯
ん
と

一
導
入
し
て
い
る
南
砺
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
新
町
商
庖
街
、
福

光
美
術
館
な
ど
を
視
察
。
こ
の
う
ち
、

新
町
商
庖
街
で
は
、
ア
サ
ガ
オ
栽
培

に
よ
る
ま
ち
。つ
く
り
に
取
り
組
む
住
民

十
五
名
と
意
見
交
換
し
、
「
こ
れ
か
ら

上空より見た富山大空襲

も
日
本
一
の
花
と
緑
の
県
，つ
く
り
の
た

め
に
地
域
ぐ
る
み
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

-
午
後
か
ら
は
、
砂
子
谷
農
作
業
準

備
休
憩
施
設
で
町
議
会
議
員
と
懇
談
。

国
道
三
O
四
号
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て

幅
広
く
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。商庖街を視察する中沖知事
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同
月ヲ'

県
民
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点

一品
山
県
国
際
健
康
プ
ラ
ザ
が

オ
ー
ブ
ン

県
民
の
健
康
づ
く
リ
の
拠
点
、
「
富

山
県
国
際
健
康
プ
ラ
ザ
」
(
愛
称
一
と

や
ま
健
康
パ
ー
ク
)
が
、
七
月
九
日
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

r八
日
に
行
わ
れ
た
記
念
式
典
で
は
、

中
沖
知
事
が
「
県
内
の
健
康
保
養
施

設
や
立
山
の
自
然
と
連
携
し
て
健
康

づ
く
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
同

プ
ラ
ザ
の
木
村
尚
三
郎
総
括
館
長
ら

ストレッチング教室で健康づくり

と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。

-
九
日
か
ら
十
一
日
に
は
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
健
康
づ
く

り
の
体
験
教
室
や
、
気
功
・
ヨ
l
ガ
の

実
演
、
ハ
ー
ブ
展
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

nこ
の
施
設
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り

に
合
っ
た
健
康
づ
く
リ
を
提
案
す
る
こ

と
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
お
り
、
最

新
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
な
ど
を
備
え

た
「
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
」
で
は
、
さ
っ

そ
く
来
館
者
が
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
自
分
に
合
っ
た
健
康
づ

く
り
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
出
し
、
実
践
し

て
い
ま
し
た

0

・
同
プ
ラ
ザ
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
の
第
二
弾
と
し
て
、
八
月
六

日
(
金
)
j
八
日
(
日
)
に
も
多
彩
な
催

し
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続

き
、
健
康
。つ
く
り
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

や
講
座
を
開
催
し
、
皆
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

2・ 県広報と世ま 1999.8
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特
定
生
活
関
連
施
設
に
対
す
る
届
出
制
が

施
行
さ
れ
た
昨
年
四
月
か
ら
今
年
五
月
ま
で

の
間
に
合
計
二
両
三
十
三
件
の
届
出
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
届
出
な

し
の
工
事
着
手
や
、
整
備
基
準
に
適
合
さ
せ

る
よ
う
に
と
い
う
指
導
助
言
に
従
わ
な
い
な

ど
の
事
例
は

一
件
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

新
設

・
既
設
を
問
わ
ず
、
建
物
全
体
が
整
備

基
準
に
合
致
し
て
い
る
場
合
に
交
付
さ
れ
る

「県
民
福
祉
条
例
適
合
証
」
を
取
得
し
た
生

活
関
連
施
設
も
六
十
七
件
を
数
え
ま
す
。

県
は
、
市
町
村
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
l
化

に
対
す
る
補
助
や
、
民
間
の
施
設
に
対
す
る

低
利
の
資
金
融
資
、
バ
リ
ア
フ
リ
l
事
例
集

の
発
行
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
な
ど
を
通

じ
て
、
広
く
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
の
促
進
を
図

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
有
施
設
に
つ
い
て
も
バ
リ
ア
フ

リ
l
化
を
進
め
る
た
め
、
平
成
九
年
度
か
ら

今
年
度
ま
で
の
三
箇
年
に
約
九
億
円
を
か
け

て
、
県
庁
舎
な
ど
の
建
築
物
や
、
道
路
、
公

園
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

施
設
で
は
、
身
障
者
対
応
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

自
動
ド
ア
、
ス
ロ
ー
プ
、
階
段
の
手
す
り
、

障
害
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
、
点
字
ブ
ロ

ッ
ク、

わ
か
り
や
す
い
案
内
板
の
設
置
な
ど
が
進
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ハ

l
ド
面
に
お
け
る
福
祉

の
ま
ち

m

つ
く
り
は
、
行
政
、
県
民
、
事
業
者

そ
れ
ぞ
れ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て

着
実
な
進
展
を
み
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
5
は
ソ
フ
ト
面
で
の

取
り
組
み
も
大
切

た
だ
、
福
祉
の
ま
ち
帆
つ
く
り
は
、
建
物
や

道
路
な
ど
の
整
備
自
体
が
目
的
な
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
本
当
の
目
的
は
、
障
害
者
や
高

齢
者
が
外
出
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
社
会
参

加
の
機
会
を
増
や
し
、
健
常
者
と
同
じ
よ
う

に
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
福
祉
の
ま
ち
哨
つ
く
り
に
お
い

て
は
、
ハ
ー
ド
面
を
整
備
し
て
物
理
的
な
バ

リ
ア
を
解
消
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
心
の
バ
リ
ア
(
障
害
者
等
に

対
す
る
誤
解
や
偏
見
)
を
取
り
払
い
、
あ
る

い
は

一
歩
進
ん
で
、
自
立
や
社
会
参
加
を
支

援
し
て
い
く
こ
と
、
つ
ま
り
ソ
フ
ト
面
で
の

取
り
組
み
が
重
要
な
の
で
す
。

県
は
こ
れ
ま
で
、
平
成
九
年

九
月
に
発
足
し
た
県
民
福
祉
推

進
会
議
と
連
携
し
て
、

「
い
た

わ
り
の
街

m

つ
く
り
」
を
テ
l
マ

と
し
た
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
た
り
、
お
お
む
ね
小
学
校

区
レ
ベ
ル
で
き
め
細
か
く
開
催

す
る
小
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実

施
、
福
祉
の
ま
ち

m

つ
く
り
に
関

す
る
提
案
募
集
な
ど
、
ソ
フ
ト

面
で
の
施
策
に
も
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

富
山
県
民
福
祉
条
例
が
制
定
さ
れ
て
約

三
年
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
と
い
う
言
葉
も
徐
々
に
定
着
し

て
き
ま
し
た
。
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
「
や
さ
し
い
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
賞
」
も
ス
タ
ー
ト
。
今

月
の
特
集
は
、
福
祉
の
ま
ち
"つ
く
り
を

め
ぐ
る
最
近
の
話
題
や
県
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

着
実
に
進
む
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

す
べ
て
の
県
民
が
幸
せ
に
生
き
る
福
祉
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
富
山
県
民
福
祉
条
例

が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
平
成
八
年
九
月
二
十

七
日
。
以
来
、
県
で
は

つ福
祉
の
ま
ち
哨
つ
く

り
」
の
た
め
の
施
策
を
積
極
的
に
進
め
て
き

ま
し
た
。

福
祉
の
ま
ち

n

つ
く
り
に
は
、
「
ハ

l
ド
」
と

「ソ
フ
ト
」
の
二
つ
の
面
が
あ
り
ま
す
。

「
攻
め
の
福
祉
」
で
、

や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
大
賞

お
わ
ら
の
里
ふ
れ
あ
い
ホ
l
ム

昨
年
制
定
さ
れ
た

「や
さ
し
い
福
祉
の
ま

ち
愉つ
く
り
賞
」
も
、
そ
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
面

で
の
施
策
の
ひ
と
つ
で
す
。

こ
の
貨
は
、
率
先
し
て
福
祉
の
ま
ち

w

つ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
、
団
体
、
個
人

を
表
彰
す
る
も
の
で
、

①
障
害
者
や
高
齢
者

な
ど
に
配
慮
さ
れ
た
建
築
物
等
を
対
象
と
す

る

「
ハ
l
ド
部
門
」
と
と
も
に
、

②
障
害
者
や

尚
齢
者
な
ど
を
支
援
す
る
活
動
を
対
象
と
す

る

「ソ
フ
ト
部
門
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
岡
と
な
る
今
司
は
、
ハ

l
ド
部
門

お
わ
ら
の
里
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん

(中
央
が
岩
倉
さ
ん
)

そ
-
C
〔
U
1

4
・

県が平成11年度に実施する 「福祉のまちづくり」

本文でも紹介したように、県では県有施設のバリアフリ ー化を進

めています。これは、県の建物や施設を、高齢者や障害者を含むす

べての県民が 「到達できるJr利用できるJようにという観点から整

備しているものです。今年度中には、県庁、総合庁舎、県民会館、保

健所、土木事務所、県立学校、警察署などが、ほぼバリアフリー化

される予定です。

また、県有施設以外では、特に県民に身近な施設のバリアフリー

化を進めることとし、昨年実施した県政世論間査で要望の高かった

自治公民館のバリアフリー化に対する助成制度を新般しました。

さらに、高齢者や障害者などが外出しやすくなるように、駅のバリ

アフリー化や福祉タクシー車両の I

購入に対する助成制度も新股しま

した。このうち楢祉タクシ一車両

については、既に県内のタクシ一

会社 6社カ唱の助成を受けて導入

しており、現在 11台が運行され
後部座席を回転させて、車いすからラク

ています。 に乗り込むことができる福祉タクシー。
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「
ハ
ー
ド
」
と
は
、
病
院
、
集
会
場
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
駅
、
道
路
、
公
園
な
ど
、

多
く
の
人
々
が
利
用
す
る
「
生
活
関
連
胞

設
」
を
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
す
る
こ
と
。
県
民

福
祉
条
例
は
、
生
活
関
連
施
設
を
新
築

・

増
改
築
す
る
際
に
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
が
利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
整
備
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
ま
す
(
※
)
。

※
具
体
的
な
整
備
基
準
と
し
て
は
、
「
出
入
口
の
幅

は
八

0
セ
ン
チ
以
上
」
「
通
路
の
幅
は
一
・
二
メ
ー
ト

ル
以
上
と
し
、
車
い
す
の
回
転
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
」

「
車
い
す
使
用
者
も
利
用
で
き
る
広
い
ト
イ
レ
を
設

け
る
」
「
出
入
口
近
く
に
車
い
す
使
用
者
用
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
」
芯
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
規
模
が
定
以
上
の
「
特
定
生
活

関
連
施
設
」
に
つ
い
て
は
、
新
築

・
増
改
築

の
際
に
あ
ら
か
じ
め
届
出
を
求
め
、
整
備
基

準
に
適
合
し
な
い
場
合
に
は
必
要
な
指
導
助

言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
ル
ー
ル
存
定

め
て
い
ま
す
。

で
八
点
(
う
ち
大
賞

一
点
)
、
ソ
フ
ト
部
門
で

六
点
(
う
ち
大
賞

一
点
)
が
選
ば
れ
、
今
年

五
月
三
十

一
日
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
ソ
フ
ト
部
門
で
大
賞
と
な
っ

た
の
は
、
八
尾
町
に
あ
る
福
祉
作
業
所

「お

わ
ら
の
里
ふ
れ
あ
い
ホ

l
ム」
。
こ
の
作
業

所
は
、
障
害
者
に
働
く
場
を
提
供
す
る
施
設

で
す
が
、
活
動
の
先
駆
性
と
独
創
性
、
そ
し

て
実
効
性
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
大
賞

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

同
作
業
所
を
運
営
す
る

「フ
ォ
ー
レ
ス
ト

八
尾
会
」
の
林
の
ぶ
子
会
長
は
、
つ
福
祉
作
業

所
だ
か
ら
こ
の
程
度
し
か
で
き
な
い
と
か
、
こ

の
程
度
で
よ
い
な
ど
と
、
自
ら
限
界
を
設
定

す
る
こ
と
な
く
、

『攻
め
の
福
祉
」
を
め
ざ
す

姿
勢
が
評
価
さ
れ
た
」
と
笑
顔
で
諮
り
ま
す
。
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特集 アイデアとハートで広げる、福祉のまちづくり

魅
力
の
あ
る
商
品
開
発
で
地
域
に
密
着

お
わ
ら
の
里
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
の
モ

ッ
ト

ー
は
、

「単
な
る
下
請
け
作
業
所
に
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
こ
と
。
色
紙
、
う
ち
わ
、
絵
は

が
き
、
し
お
り
な
ど
、
全
国
的
に
有
名
な
伝

統
芸
能

「お
わ
ら
」
と
地
場
産
業

「和
紙
」

を
取
り
入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
観
光
土
産
品

を
自
ら
開
発
し
、
制
作
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
お
わ
ら
を
踊
る
男
女
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た

「く
る
み
絵
」
は
、
全
国
推
奨

観
光
土
産
品
審
査
会
で
会
長
努
力
賞
存
受
賞

し
た
逸
品
。
一

般
の
民
芸
品
と
並
べ
て
も
全

く
遜
色
が
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
年
た
く
さ
ん
の

観
光
客
が
訪
れ
る

「お
わ
ら
風
の
盆
」
の
お

土
産
品
と
し
て
好
評
を
博
し
、
最
近
で
は
富

山
駅
前
の
C
I
C
い
き
い
き
K
A

N
、
富
山

空
港
な
ど
で
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

「オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
に
こ
だ
わ
る
こ
と
で
、
ス

タ
ッ
フ
や
通
所
者
に
は
、

「自
分
た
ち
で
つ
く

っ
て
、
自
分
た
ち
で
売
る
」
と
い
う
意
識
が

生
ま
れ
、
下
請
け
作
業
に
は
な
い
充
実
感
を

感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
」
と
、
運
営
責
任
者

の
岩
倉
伸

一
さ
ん
は
胸
を
張
り
ま
す
。

同
作
業
所
は
、
こ
れ
以
外
に
も
魅
力
の
あ

る
商
品
を
提
供
し
て
地
域
に
密
着
し
よ
う
と

努
力
し
て
お
り
、
併
設
の
売
自
に
は
、
バ
リ

ア
フ
リ

l
農
園
で
栽
培
し
た
有
機
野
菜
や
ハ

ー
ブ
な
ど
が
、
並
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
喫
茶
屈

も
併
設
さ
れ
、
毎
週
土
曜
日
限
定
の

「玄
米

カ
レ

l
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
メ
ニ

ュ
ー
が
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
。

「同
情
だ
け
で
は

一
回
し
か
買
っ
て
も
ら
え
ま

せ
ん
。
販
売
実
績
を
上
げ
て
障
害
者
の
自
立

を
支
援
す
る
た
め
に
も
、
こ
こ
で
し
か
買
え

な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
や
、
付
加
価
値
の
高

い
商
品
を
提
供
し
て
、
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
う
努
力
が
必
要
な
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
は
し

っ
か
り
や

っ
て
ま
す

よ
」。

地
域
住
民
を
巻
き
込
む

も
う
ひ
と
つ
の
モ

ッ
ト
ー
は
、

人
々
に
応
援
団
に
な

っ
て
も
ら
う

こ
と
口
売
庖
や
喫
茶
庖
の
併
設
も
そ
の
た

の
も
の
で
す
が
、
こ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ

な
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

'
/
よ

な
か
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
の
が
、
毎

K
i二
巨
，

開
催
し
て
き
た

「
エ
ン
ジ
ョ
(
援
助
)
イ
教
室
」
。

こ
れ
は
、
地
域
の
人
々
に
作
業
所
を
開
放
し

て
和
紙
製
品
の
制
作
体
験
で
エ
ン
ジ

ョ
イ
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
が
、

実
は
こ

れ
が
製
品
哨つ
く
り
の
子
伝
い

(媛
助
)
に
も
な

る
と
い
う
仕
掛
け
で
す
。

1.通所者の中かうも、制作の指導に
あたる人材が育ちました。

2.地主誌の人でにぎわう売居。

3.車いすのまま収穫できるバリアフリー農園。

4.バリアフリー農園で栽培された有機野菜も

人気商品のひとつ。

「障
害
者
に
と

っ
て
、
こ
こ
は
、
た
だ
働
く
だ

け
の
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
『自
分
に
も
こ

ん
な
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
に

気
づ
き
、
そ
れ
を
人
々
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
自

己
実
現
の
場
で
も
あ
る
の
で
す
」
。

ス
タ

ッ
フ
た
ち
は
、

つ福
祉
の
ま
ち

w

つ
く
り

と
は
、
必
ず
し
も
健
常
者
が
障
害
者
に
あ
わ

せ
る
こ
と
で
は
な
い
」
と
言
い
ま
す
。

「む
し
ろ
、
障
害
者
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
支
援

し
て
、
健
常
者
と
同
じ
、
あ
る
い
は
そ
れ
以

上
の
社
会
参
加
と
自
己
実
現
の
機
会
を
提
供

す
る
。
そ
ん
な
福
祉
の
ま
ち
、つ
く
り
が
あ

っ

て
も
い
い
。
小
さ
な
作
業
所
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
い
ろ
ん
な
福
祉
の
ま
ち
梢つ
く
り
の
あ
り

方
を
提
案
し
て
い
き
た
い
」
。

※
「
お
わ
う
の
里
ふ
れ
あ
い
↑
ム
」
の
所
在
地
は
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「お
わ
ら
の
里
ふ
れ
あ
い
ホ

l
ム
」
の
ほ

か
に
も
、
次
の
よ
う
な
施
設
や
企
業

・
団
体

が、

「や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち

m

つ
く
り
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
、
で
き
る
こ
と

か
ら

つ福
祉
の
ま
ち

M

つ
く
り
」
に
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

-
問
合
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連絡先

076・454・2117

大沢野町船餅地区
社会福祉協議会

県立雄峰高等学校
南砺分校生徒会

0765・22・0854

0763・32・0294

地域の障害者施設と関わりを持ちながら、福祉とは何か
076・468・1519

という問題提起を行い、手作りの地域福祉を進めている。

疑似体験等を通して高齢者や障害者に対する理解を深

め、福祉マップの作成や障害者との交流を行っている。

076・424・2701

保育園や小学校と協力して、高齢者と子ども達の交流

業を行う主主ど、地域ぐるみで高齢者を支援している。

15年間にわたり、福祉車両「ふれあい号」を運行。障E

者の買い物や通院、観光など、外出を支援している。

入賞団体・施設一覧

ォーレスト八尾会 障害者と地場産業等をうまく結び付け、単なる障害者

大賞 おわらの里ふれあいホーム 福祉にとどまらす、地域の社会資源と毛よっている。

高齢者や障害者が気軽にタクシーを利用できるよう、

介助技術や接害技術のコンテストを実施している。

第 1回 やさしい福祉のまちづくり賞

砺波ふれあい号友の会

ボランティアグループ
福寿荘(魚津市)

富山交通株式会社

賞

0763-22・2949

障害者用駐車場を含む広い空聞を屋根で覆っている。

また、車いすに対応して、カウンターを低くしている。

富山市障害者福祉プラザ 障害者の在宅生活を支援する機能を備えるとともに、

(障害者福祉施訟) 視覚障害者のための音声誘導装置等が設置されている。

く晶ぎやま

it桐山いろり館
(簡易宿泊施設)

ゆりの木の里
(精神障害者社会復帰施訟)

撞存寺雇主1き議・参拝用 108段の階段にモノレールを設置。庫裡客殿もバリアフ

モノレール (宗教施訟) リ一化され、本堂まで車いすのまま参拝できる。

JAいなぱ力一スク工ア福岡 県内の給油所では初めての県民福祉条例適合施設。ポー

(ガソリンスタンド) チやトイレにスロープが設置され、誰もが利用しやすい。

0765・57・1000

0763・32・8600
(本脂)

076-428-0113 

076・437・1111

トイレ、通路などの設備が、高齢者や障害者に十分配"

されている。また、捜乳室も設けられている。

茅葺き農家を再生した簡易宿泊施設に、車いす昇降機や

スロープが設置され、障害者への配慮がなされている。

わかりやすい案内と表示、段差のない床、補助具の配

芯ど、すべての人が利用しやすい施設となっている。

黒部サティ
大賞 (ショッピングセンター)

となみ野農業協同組合
東野尻支庖 (金槌機関)

済生会 富山病院
(総合病院)

5.地域の人が集まる喫茶庖。

6. 9月のおわら風の盆を前に、
作業所は大忙し。

精神障害者のための施設でありながら、車いす使用者用の工レベ
076・433・4500

ータ一、点字ブロック等を設け、身体障害者等にも配慮している。

076・431・2839

0766-67・2115
(本応)
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「
教
室
の
講
師
は
通
所
者
が
務
め
て
い
ま
す
。

漕
所
者
に
と
っ
て
、
人
に
教
え
る
と
い
う
ご

と
が
、

h
己
実
現
の
よ
い
機
会
に
な

っ
て
い

ま
す
。
日
々
の
作
業
に
も
向
然
と
熱
が
入
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

ま
た
、

参
加
省
の
ア
イ
デ
ア
が
き

っ
か
け

で
新
商
品
が
誕
生
し
た
り
、
参
加
者
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
新
た
に
加
わ
る
な

ど
、
地
域
と
の
交
流
の
中
で
い
ろ
ん
な
関
車

が
う
ま
く
か
み
合
い
、
作
業
所
内
は
活
気
に

あ
ふ
れ
で
い
ま
す
。

障
害
者
の
社
会
参
加
と

自
己
実
現
で
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

最
初
は
、
自
分
た
ち
の
や

っ
て
い
る
ご
と

を
地
域
の
人
々
に
見
て
も
ら
い
、
理
解
し
て

も
ら
う

『見
せ
る
作
業
所
』
を
め
やさ
し
た
と

い
い
ま
す
。
や
が
て
、
魅
力
の
あ
る
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
で

『魅
せ
る
作
業
所
」
と
な
り
、

い
ま
で
は
、
お
客
さ
ん
と
通
所
者
の
両
方
が

満
足
し
あ
え
る

『満
せ
る
作
業
所
」
、
み
ん

な
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を

「や
っ
て
み
せ
る
作

業
所
」
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
お
い
し
い
も
の
や
楽
し
い
こ
と
を

提
供
し
、
特
産
品
を
開
発
す
る
こ
と
で
地
域

お
こ
し
の

一
端
を
担
う

つ
冗
気
の
仕
掛
け
人
」

に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

一福
祉
の
ま
ち
"つ
く
り
に
は
、

あ
な
た
の
気
配
り
も
必
要
で
す
。

ハ
ー
ド
面
の
整
備
が
進
む

一
方
で
、

障
害
者
用

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に

一
般
の
人
が
車
を
停
め
た
り
、

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
自
転
車
を
置
い
た
り
し
て
、

幅せ
っ
か
く
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
生
か
さ
れ
て
い
な

一
い
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
せ
っ
か
く
整
備

一
さ
れ
た
施
設
が
、
実
際
に
そ
れ
を
必
要
と
す
る
方

一
の
利
用
に
役
立
つ
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し

た
気
配
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

し

「
き
う
り
ん
び
っ
く
富
山
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
f

来
年
十
月
二
十
八
日
、
二
十
九

日
の
両
日
、
自
分
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
f
あ
し
た
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
H
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
き
ら
り
ん

び
っ
く
富
山

(第
三
十
六
回
全
国
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
)
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
、
身
体
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
を
進
め
る
き
ら
り
ん
ぴ

っ
く
富
山
に
参
加
し

て
、
福
祉
の
ま
ち
"つ
く
り
の
一
翼
を
担

っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

-
専
用
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

業
務
内
容
/
次
の
方
法
に
志
。
、
聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
サ
ポ
ー
ト

1

手
話

2

0
H
P
(O
H
P
に
杏
⑤
要
約
筆
記
)

3

ノ
ー
ト
テ
イ
ク
(
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
等
に
杏
G
要
約
筆
記
)

4

パ
ソ
コ
ン
(
電
光
掲
示
板
等
に
要
約
筆
記
す
る
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
入
力
)

募
集
期
間
/
八
月
二
十
日
(
金
)
ま
で

※
手
話
等
の
専
門
的
技
術
や
、
養
成
講
習
会
の
継
続
的
芯

受
講
が
必
要
で
す
。

-

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

業
務
内
容
/
選
手
等
の
介
助
、案
内
誘
導
、環
境
美
化
安
」

募
集
期
間
/
来
年
一
月
頃
(
予
定
)

※
数
回
の
研
修
で
、
ど
なた
で
吾
参
加
で
キ与小
す
。

・
申
し
込
み
・
間
合
世

身
体
障
害
者
る
小
i
ツ
大
会
室

2
0
7
6
(4
4
4
)8
6
1
8
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ク
ロ
ー
ズ

ω-が山む公共工事の山縮減 | 

県が取り組む
公共工事のコスト縮減

リ
サ
イ
ク
ル
材
の
利
用

平成10年度は5.6%(約80億円)の効果

道
路
舗
装
の
い
ち
ば
ん
下
に
あ
る
下
層
路
盤

さ
い
せ
い
さ
い
せ

3

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
再
生
砕
石
を
使
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
一

zm
当
た
り
二
百
円
j
三
百
円
、
全

体
で
二
億
円
の
節
約
に
な
り
ま
し
た
。

「
剖
川
)

再
生
砕
石
と
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻

「
同
」

な
ど
の
建
設
廃
材
を
再
生
資
源
化
施
設

で
処
理
し
た
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
り
サ
イ
ク
ル

材
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ス
ト
の
・
縮
減

だ
け
で
な
く
、
資
源
の
有
効
活
用
に
も
つ
な
が

nノ
キ
品

1

レ
h
~
。

ま
た
、
道
路
舗
装
に
つ
い
て
は
、
い
ち
ば
ん

上
に
あ
る
・
摩
耗
屑
の
厚
さ
を
交
通
量
の
少
な
い

民
道
で
薄
く
す
る
な
ど
、
実
情
に
あ
わ
せ
た
工

夫
も
し
て
い
ま
す
。

砂銅刷+
 

T

句
跡
昨盤

鐙

眉

層

層

路

絡

耗

層

層

摩

表

墨

上

下

一一金
金
合
且
豆

t
l

アスフアルト

高生材

~ド

七
月
号
で
も
概
要
を
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、

県
で
は
昨
年
四
月
に
策
定
し
た
、
富
山
県
公

共
工
事
コ
ス
ト
縮
減
対
策
に
関
す
る
行
動
計

画
(
以
下
、
「
行
動
計
画
」
)
に
基
づ
い
て
公
共

工
事
の
工
事
費
縮
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
平
成
十
年
度
の
実
績
は
、
対
策
を
実
施

し
な
か
っ
た
場
合
と
比
べ
て
五

・
六
%
(
約

八
十
億
円
)
の
縮
減
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ス
ト
縮
減
対
策
の
背
宗
と

H
的

本
県
で
は
、
景
気
対
策
へ
の
積
極
的
な
取
り

組
み
等
に
よ
り
、
県
債
残
高
が
累
増
す
る
な
ど

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
う

し
た
中
に
あ
っ
て
も
、
限
ら
れ
た
財
源
を
い
付
効

に
活
用
し
、
大
都
市
に
比
べ
て
立
ち
遅
れ
て
い

る
社
会
資
本
の
笠
備
を
新
実
に
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
県
と
し
て
は
、
工
事
の
計
画

・
設

計
等
の
見
直
し
ゃ
、
工
事
発
注
の
効
率
化
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
進
め
る
と
と
も
に
、
同
や
関
係

業
界
の
取
り
組
み
と
も
あ
わ
せ
て
総
介
的
に
コ

ス
ト
縮
減
を
凶
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

波
消
し
ブ
ロ
ッ
ク
の
再
利
用

不
要
に
な
っ
た
波
消
し
"フ
ロ
ッ
ク
を
、
新
た

に
整
備
す
る
防
波
堤
の
内
部
に
流
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
新
し
い
ブ
ロ
ッ
ク
だ
け
で
施
工
す
る

場
合
に
比
べ
て
約
二
十
%
、
全
体
で
六
億
円
の

節
約
に
な
り
ま
し
た
。

「凶判」

波
を
消
す
に
は

一
定
の
重
詰
が
必
要

cm」
な
こ
と
か
ら
、
防
波
堤
の
表
面
は
、
従

来
ど
お
り
新
し
い
大
型
ブ
ロ
ッ
ク
ル
使
用
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
が
、
内
部
に
つ
い
て
は
、
不
要
に

な
っ
た
波
消
し
ブ
ロ
ッ
ク
を
再
利
用
す
る
こ
と
で

コ
ス
ト
縮
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

路床

新しい滋消しブロック

基礎マウンド

再利用した波消しブロック

遺跡を保護するための盛土作業 (上)
波消しブロックを再利用した護岸工事(下)

十
A

年
度
末
ま
で
に
十
%
縮
減
を

め
ざ
し
ま
す

「
行
動
計
画
」
で
は
、
平
成
八
年
度
に
実
施
し

た
の
と
同
じ
よ
う
な
工
事
を
卜

一
年
度
に
一
実
施

し
た
助
合
、
そ
の
工
事
費
が
、
八
年
度
の
標
準

的
な
工
引
貨
に
比
べ
て
概
ね
十
%
安
く
な
る
よ

う
け
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

卜
%
の
内
訳
は
、
工
手
計
削
や
設
計
の
見
直

し
、
発
九
日
の
効
率
化
な
ど
、
工
事
を
発
注
す
る

以
臼
ら
が
い
院
銭
的
に
工
恒
コ
ス
ト
の
縮
減
を
凶

る
「
直
接
的
施
策
」
が
六
%
、
同
や
関
係
業
界

全
体
で
規
格
の
集
約
や
脱
制
緩
和
(
労
働
安
全

基
準
や
建
築
基
準
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
な
ど
)

に
取
り
組
む
こ
と
で
間
接
的
に
工
事
コ
ス
ト
を

縮
減
す
る
「
間
接
的
施
策
」
が
門
%
で
す
。

平
成
十
年
度
の
実
績
は
、
直
接
的
施
策
が

門

・
七
%
、
間
接
的
施
策
が

0
・
九
%
の
あ
わ

せ
て
五

・
六
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
下
、
具
体
的
な
し
ゃ
例
を
い
く
つ
か
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

下
水
道
工
事
へ
の
新
工
法
の
導
入

下
水
道
工
事
に
新
し
い
工
法
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
従
来
の
方
法
に
比
べ
て
約
三
十

八
%
、
全
体
で
七
億
円
の
節
約
に
な
り
ま
し
た
。

コ
配
」

下
水
道
管
の
敷
設
工
事
で
は
、
ま
ず

-
2
F
-
t
て

こ

う

〈

っ
し
ん
さ

「
同
じ

立
坑
を
掘
り
、
そ
こ
か
ら
掘
進
機
を
人

れ
て
績
(
八
を
掘
り
な
が
ら
管
歩
敷
設
し
て
い
え
ま

す
。
摩
擦
の
彩
響
に
よ
り
、

一
一
川
に
掘
れ
る
推

進
距
離
は
、
従
来

一
0
0
1
一
五
O
m
で
、
立
坑

は
こ
の
距
離
ご
と
に
掘
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

今
川
山
、
掘
進
機
の
周
り
に
尚
濃
度
の
泥
水
を

供
給
し
て
摩
擦
を
小
さ
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
推

進
距
離
が
一
.五

0
1
三
O
O
m
に
伸
び
、
立
坑

の
数
を
減
ら
し
て
コ
ス
ト
を
縮
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

siie' 
目二二二二二回二:主---目
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高潔度泥水の層
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※高濃度泥水は、掘進織のまわりの摩擦を小さくします。

従来の工法i

新しい工j到

工事現燭 B
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土砂の仮置き場，、
f可~~一一イ'\ _E_ニニコ¥

工事現湯 C 工事現場 D
(ほ湯整備) (道路盛土材)

土
砂
の
有
効
活
用

工
事
現
場
で
発
生
す
る
土
砂
を
道
路
盛
土

材
な
ど
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に

土
砂
を
購
入
す
る
場
合
に
比
べ
て
一

3m
当
た

り
千
五
百
円
j
四
千
円
、
全
体
で
二
十
億
円

の
節
約
に
な
り
ま
し
た
。

「川町」

工
事
で
発
生
す
る
k
砂
に
つ
い
て
は
、

cm」
こ
れ
ま
で
も
行
効
活
用
を
図
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
士
砂
が
発
生
す
る
場
所
や
時
期

と
、
受
け
入
れ
る
側
の
場
所
や
時
期
と
が
必
ず

し
も

一
致
し
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
土
砂
の
需
給
調
整
を
行
う
範
囲

を
、
こ
れ
ま
で
の
ぶ
域
同
程
度
の
エ
リ
ア
か
ら
、

県
の
半
分
程
度
の
エ
リ
ア
に
拡
大
す
る
と
と
も

に
、
需
給
の
時
間
差
調
整
を
行
え
る
よ
う
、
土

砂
の
仮
置
き
場
を
増
設
す
る
な
ど
し
て
、
よ
り

布
効
な
活
用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

上
砂
は
、
道
路
儲
士
材
の
ほ
か
に
も
、
埋
蔵

文
化
財
が
あ
る
助
所
の
ほ
湯
整
備
に
お
い
て
、
遺

跡
を
保
護
す
る
た
め
に
行
う
盛

t
な
ど
に
も
利

則
さ
れ
て
い
ま
す
。

目
標
達
成
に
向
け
て
、

取
り
組
み
ま
す
。

引
き
続
き

こ
の
よ
う
な
コ
ス
ト
縮
減
対
策
は
、
他
の
都

道
府
県
で
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
各
都
道
府
県
の
独
門
性
が
発
揮
さ

れ
る
「
直
接
的
施
策
」
の
平
成
十
年
度
実
績
を

み
る
と
、
全
国
平
均
四

・
一一
%
に
対
し
、
本
県

は
四

・
七
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
十
年
度
に
お

け
る
本
県
の
取
り
組
み
は
、

一
定
の
成
果
を
あ

げ
た
も
の
と
考
、
え
ら
れ
ま
す
。

県
で
は
、
平
成
十
一
年
度
が
行
動
計
画
の
最

終
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
椋
達
成
に
向
け
、

よ
り

一
層
、
コ
ス
ト
縮
減
に
向
け
た
施
策
を
進

め
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
行
動
計
画
の
推
進
状

況
の
綿
密
な
把
握
、
そ
の
結
果
や
優
良
事
例
の

刻
場
へ
の
速
や
か
な
反
映
、
講
習
会
の
開
催
な

ど
に
よ
る
職
員

一
人
ひ
と
り
の
コ
ス
ト
意
識
の
定

請
な
ど
に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

-
問
合
せ
・
ご
怠
見
は
、
川
県
庁
財
政
謀
ま
で

宮

0
7
6
(
4
4
4
)
3
1
6
9

8・ 県広報ttうま 1999.8



園園図図困

緑
の
森
で
、

科
学
と

星
の
輝
き
を
見
つ
め
る
。

ロ
マ
ン
が
、
で
出
会
う
。

w

d

}

w

d

}

 

図

豊
か
な
自
然
と
美
し
い
宇
宙
に
、
心
を
飛
ば
そ
う
。

文
台
ま
で
は
、
車
を
降
り
て
歩
い
て
行
く
。
道
沿
い
に
、

星
や
天
文
台
の
話
を
書
い
た
プ
レ
ー
ト
が
あ
る
。
読
み
な

が
ら
行
く
と
、
と
き
め
き
も
高
ま
る
。

極圏直

-・・"'-ι|
判例 、τ l
苦手五 〆 、

車宮

高山市

天文台のドームは銀白色が多いが、ここは緑色。

野鳥たちが光るものを嫌うことへの配慮である。

展示コーナーでは、太陽系や銀河な

ど知りたい項目を選んで調べること

ができる。

とやま感動案内

来館者が多いのは、やはり夏。空気がすっき

りとし芯いが、晴天が多いため、天文観測に

は適している。 8月には流星群も見られる。

富山市天文台

1959年、呉羽山に開設され、長く市民に

親しまれてきたが、老朽化と周辺環境の

変化により、1997年古洞の森地域に移転

した。富山市科学文化センターの付属施

設で、天文観測や解説芯ど天文普及活動

を行っている。圏内最大級の口径1mの

反射望遠鏡を備え、高精度な観測が可能。

周辺は、「県民公園野鳥の園」に指定され

ておD、野鳥の観測も楽しめる。

開館時間/日火水曜日午前9時~午後4時30分
木金曜日午後1日寺~午後9時30分
土曜日 午前9時~午後9時30分

観覧料/大人210円、小・中110円
休館日/毎週月曜日、休日の翌日、年末年始

問合せ/合 076(434)9098

今月の行事予定

.定期観測会
毎週木金土曜日

午後7時30分~午後9時30分
.特別観測会

ペルセウス座流星群を見る会(参加無料)

8/12(木)午後10時30分~午前O時

天王星が月に隠される犠子を見る会

8/25 (水)午後8時30分 ~午後9時30分

・天文教室
火星探査線「のぞみJの模型を作ろう

8/21 (土)午後1崎30分~午後4:1寺

定員10名 (実費が必要)

往復はがきによる申し込み 8ハ0締切

望遠鏡の接眼部は、観測しやすい高

さになっており、小さ芯子どもでも

のぞける。

「星座の部屋」では、季節ごとの星座の解説を聞

けるほか、自分の好きなプログラムを見るととも

できる。

ー 一一

ドームの外は、美しい夕闇。反射望遠鏡が、金星をとうえている。

ビデオに切り替えれば、モニター画面でも見ることができる。

古洞池に架かるfどんぐり橋J。水鳥の

観察もでき、敵策コースになっている。

野
鳥
観
察
コ
ー
ナ
ー
か
ら
は
、

周
辺
の
鳥
た
ち
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
庭
に
は
水
場
も

あ
り
、
時
々
水
浴
び
に
来
る
。

誰もが楽しく星を観測できるドーム。来館者には学芸員がついて、望遠鏡の説明をしなが

う実際にのぞかせてくれる。ここへ昇る階段には、車椅子用のリフトも設置されている。

館
内
に
は
学
芸
員
が
撮
影
し

た
星
の
写
真
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。
(
写
真
は
し
し
座
流

星
群
叩
年
川
月
撮
影
)
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野
鳥
に
や
さ
し
い
森
は
、

星
を

見
る
の
に
も
や
さ
し
い
森
。

人
は
、

な
ぜ
星
を
見
上
げ
る
の
だ
ろ
う
。

き
ら
め
き
の
美
し
さ
、
不
思
議
、
ロ
マ
ン
、

そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
力
で
は
計
り
知
る

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
へ
の
思
い
。
星
は
、

い
つ
も
何
か
を
与

見
つ
め
る
者
の
心
に
、

え
て
く
れ
る
。

ふ
る
ど
う

富
山
市
天
文
台
は
、
古
洞
の
森
に
あ
る
。

あ
た
り
は
、
県
民
公
園
野
鳥
の
園
に
な
っ

て
お
り
、
豊
か
な
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
。

天
文
台
の
立
地
条
件
の
ひ
と
つ
は
、
街
の

光
の
影
響
が
少
な
い
こ
と
。
こ
こ
は
、
天

文
観
測
に
適
し
た
場
所
な
の
だ
。
野
鳥
と

星
を
観
測
し
や
す
い
環
境
を
守
る
た
め
、

駐
車
場
は
天
文
台
の
八

0
0
メ
ー
ト
ル
手

前
に
あ
る
。
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
く
と
、

緑
の
な
か
に
エ
メ
ラ
ル
ド
色
の
ド
l
ム
を

も
っ
た
美
し
い
建
物
が
見
え
て
く
る
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
星
た
ち
が
、

星
座
を
ご
案
内
。

館
内
で
は
、
天
文
台
の
ス
タ

ッ
フ
が
つ
い
て

ガ
イ
ド
を
し
て
く
れ
る
。一

階
の
「
星
空
の

部
屋
」
で
は
、

季
節
ご
と
の
星
座
や
流
星
な

ど
に
つ
い
て
解
説
。
星
座
、
が
投
影
さ
れ
る

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
遠
い
、
こ
こ
は
光
フ

ァ
イ
バ
ー
で
満
天
の
空
を
演
出
し
て
い
る
。

椅
子
も
あ
る
が
、
床
に
横
に
な
っ
て
色
見

ら
れ
る
。
宇
宙
に
体
を
投
げ
出
し
た
よ
う

な
気
持
ち
で
、

ゆ
っ
た
り
と
話
を
聞
け
る
。

二
階
は
、

展
示
コ
ー
ナ
ー
。
隙
石
や
天
体

写
真
な
ど
の
展
示
が
あ
る
ほ
か
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
や
ビ
デ
オ
で
宇
宙
の
こ
と
を
調
べ

る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
野
鳥
観
察
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
の
ん
び
り
パ

l
ド
ウ
オ

ッ

チ
ン
グ
で
き
る
の
も
、
こ
の
天
文
台
な
ら

で
は
だ
。

きー
らメ
め l
くト
星ル
会の
E反
ら身す
え 乏

る護
カミ

三
階
に
昇
り
、
天
文
台
の
シ
ン
ボ
ル
と
も

い
え
る
ド
l
ム
へ

。
こ
こ
に
は
、
国
内
最

大
級
の
凹
面
鏡
を
も
っ
反
射
望
遠
鏡
が
あ

る
。
こ
の
望
遠
鏡
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

制
御
さ
れ
て
お
り
、
軌
道
や
座
標
を
入
力

す
れ
ば
、
天
体
を
正
確
に
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

ド
ー
ム
が
開
く
と
、
す
っ
か
り
暮
れ
な
ず

ん
だ
森
の
空
に
、
星
、が
ま
た
た
い
て
い
る
。

望
遠
鏡
の
動
き
も
、
ド
ー
ム
の
回
転
や
開

閉
も
、
ど
こ
か

S
F
映
画
の
よ
う
で
楽
し

い
。
今
、
望
遠
鏡
は
、
宵
の
明
星
を
と
ら

え
た
。一

億
八
二
O
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
彼

方
の
天
体
が
、

三
日
月
の
よ
う
に
欠
け
て
、

ゆ
ら
い
だ
光
を
反
射
し
て
い
る
の
が
見
え

る
。
初
め
て
見
る
黄
色
を
帯
び
た
惑
星
。

心
の
中
で
歓
声
が
あ
が
る
。

何
億
キ
ロ
、
何
億
光
年
向
こ
う
の
光
を
、

見
て
い
る
こ
と
の
不
思
議
さ
。
そ
れ
ら
を

観
察
し
、
解
明
し
た
科
学
の
面
白
さ
。
美

し
い
だ
け
で
も
な
い
、
す
ご
い
だ
け
で
も

な
い
。
人
間
と
宇
宙
の
関
わ
り
の
不
思
議
。

光
る
小
さ
な
星
を
見
る
こ
と
は
、
私
た
ち

の
な
か
の
何
か
を
回
復
さ
せ
て
く
れ
る
。

10・ 県広報ttきま 1999.8
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若井直美さん
(わかいなおみ)

人物品fe森
は
、
か
つ
て
人
々
の
生
活
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
だ
っ
た
。
キ
ノ
コ

や
木
の
実
を
採
っ
た
り
、
薪
や
炭
を
得
た
り
、
人
間
は
自
然
の
恵
み
と

生
命
力
を
森
か
ら
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
が
変
化
す

る
な
か
で
、
人
聞
は
や
が
て
森
を
忘
れ
た
。
薪
や
炭
は
、
も
う
主
要
な

工
ネ
ル
ギ
ー
で
は
な
く
、
「
里
山
」
と
い
う
言
葉
さ
え
知
ら
な
い
世
代

が
育
っ
て
い
る
。
今
、
多
く
の
山
は
荒
れ
放
題
だ
と
い
う
。
「
グ
ル
ー

プ
樹
の
実
」
は
、
豊
か
な
森
林
の
再
生
と
林

業
の
普
及
を
目
的
に
結
成
さ
れ
、
雑
木
林
を

活
用
し
て
、
人
と
里
山
の
親
し
い
関
係
を
回

復
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

1948年生まれ、

黒部市在住。

グループ樹の実代表

「森にいるときが、いち tJ'ん落ち着く 。いつまでもここにいたL、J。そう話す

若井さんの顔は、いきいきとしている。「こんな落ち葉の下の微生物だって、
大切な役割を果たしている。再生というか、大きな流れで考えないと」。

PROFILE 
企業の情報紙や地域情報紙の編集者。取

材かう執筆・制作まで、ひとりでこなす。

平成8年に、県のナチュラリスト養成講

座を半年にわたり受講。自然と人の関わ

りかたを学び、講座終了後に地元新川地

区のナチュラリストたちと林業研究グル

ープ「樹の実」を結成した。森林や林業

の大切さなどの情報発信を目的に、自然

森を舞台に開催したネイチャーフォト教室

森
を
健
康
に
し
よ
う

寓
山
で
生
ま
れ
育
ち
、

一
度
離
れ
た
こ

と
の
あ
る
人
聞
は
、
富
山
の
自
然
の
豊
か

さ
を
再
発
見
す
る
。
若
井
さ
ん
も
、
そ
う

だ
つ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
恵
ま
れ
て

い
る
の
に
、
自
然
に
目
を
向
け
る
機
会
は

意
外
と
少
な
い
。
若
井
さ
ん
は
、
自
然
を

深
く
学
び
た
い
と
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
養
成

講
座
を
受
講
、
そ
の
後
、
自
分
た
ち
の
住

む
新
川
地
区
に
も
活
動
の
場
を
つ
く
ろ
う

と
、
地
元
の
仲
間
と
と
も
に
「
グ
ル
ー
プ

樹
の
実
」
を
結
成
し
た
。

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
の
活
動
は
、

人
と
自
然
が
関
わ
る
き
っ
か
け

w

つ
く
り
だ

が
、
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
、
そ
れ
だ
け
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
片
貝
川
を
六
キ
ロ
ほ
ど

さ
か
の
ぼ
っ
た
魚
津
市
島
尻
地
区
の
里
山

に、

『き
の
み
の
森
」
が
あ
る
。
若
井
さ
ん

た
ち
は
、
山
主
か
ら
借
り
た

一
帯
を
そ
う

そ
ん
な
自
然
の
し
く
み
が
森
ヘ
来
る
と
よ

く
わ
か
る
。

森
の
恵
み
を
分
か
ち
合
お
う

伐
っ
た
木
の
枝
は
、
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り

の
材
料
に
な
り
、
自
分
た
ち
で
楽
し
ん
だ

り
、
教
室
を
聞
い
て
こ
ど
も
た
ち
に
教
え

た
り
す
る
。
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
も
出

屈
し
た
。
そ
れ
は
、
森
の
恵
み
を
分
か
ち

合
い
、
森
と
人
間
の
関
わ
り
を
つ
く
る
こ

と
。
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
大
切
な
活
動
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
学
習
会
と
し
て
、
キ

ノ
コ
の
伏
せ
込
み
や
林
業
試
験
場
訪
問
、

森
の
階
段
柄
つ
く
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
行
っ
て
き
た
。
森
と
の
関
わ
り
を
考

え
て
い
く
と
、
ア
イ
デ
ア
が
ど
ん
ど
ん
広

が
る
。
若
井
さ
ん
も
メ
ン
バ
ー
も
、
い
き

い
き
と
楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
の
が
印
象

的
だ
。
森
は
、
人
間
を
や
さ
し
く
、
や
わ

ら
か
な
心
を
持
っ
た
存
在
に
し
て
し
ま
う

の
だ
ろ
う
か
。

愛好家の人々と活動を行っている。また、

環境や福祉問題にも関心を向け、幅広い

活動を行っている。
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名
付
け
、
こ
こ
を
拠
点
と
し
て
、
山
と
人

間
の
関
わ
り
を
回
復
す
る
試
み
を
行
っ
て

いず
Q

。
最
初
に
手
が
け
た
の
は
、

「
き
の
み
の

森

』
に
あ
る
木
の
種
類
と
大
き
さ
、
形
な

ど
を

一
本

一
本
調
査
し
、
伐
る
木
と
残
す

木
を
決
め
る
こ
と
だ
っ
た
。

「
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
な
の
に
、
木
を
伐
る

の
?
と
思
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
私
も

初
め
は
、
木
を
伐
る
の
は
か
わ
い
そ
う
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
は
森

に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
こ
と
。
木
を
伐

る
こ
と
で
森
は
明
る
く
な
り
、
い
い
気
が

流
れ
、
健
康
に
な
れ
る
ん
で
す
」
。

適
度
に
人
間
の
子
を
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
木
は
い
き
い
き
と
仲
び
る
。
枯
れ
た

葉
は
、
微
生
物
が
分
解
し
、
栄
養
と
な
っ

て
土
に
も
ど
る
。
森
の
恵
み
と
生
き
物
た

ち
の
共
生
、
そ
し
て
人
間
と
の
関
わ
り
。

自
然
を
体
で
感
じ
よ
う

「きのみの森Jの入り口にある手作りの階段

「
森
へ
来
て
、
い
ち
ば
ん
輝
い
て
い
る
の

は
子
ど
も
た
ち
で
す
。
ど
ん
ぐ
り
を
拾
っ

た
り
、
座
っ
て
絵
を
描
い
た
り
」
。

若
井
さ
ん
は
、
も
っ
と
子
ど
も
た
ち
に

自
然
を
体
感
し
て
も
ら
い
た
い
と
、
子
ど

も
た
ち
が
自
然
と
関
わ
る
き
っ
か
け

m

つ
く

り
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

「
い
ま
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
を

持
っ
て
、
夢
中
に
な
っ
て
や
っ
て
き
た
。

の
め
り
こ
む
性
格
な
ん
で
す
」
と
、
に
こ

や
か
に
語
る
若
井
さ
ん
。
今
は
、
森
が
い

ち
ば
ん
似
A
巳つ
。

「
き
の
み
の
森
は
、

『癒
し
の
森
』
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
」
。

こ
こ
に
来
る
と
、
い
つ
ま
で
も
い
た
く

な
る
と
言
う
。
誰
も
が
自
然
と
ふ
れ
る
こ

と
で
与
え
ら
れ
る
何
か
大
切
な
も
の
。
そ

れ
が
、
森
に
は
あ
る
。
若
井
さ
ん
自
身
も
、

森
の
中
で
感
じ
る
よ
う
な
す
が
す
が
し
さ

を
、
会
う
人
の
心
に
残
す
、
そ
ん
な
人
だ
。

活
動
と
い
っ
て
も
、

一屑
ひ
じ
張
っ
て
や

ろ
う
と
は
思
わ
な
い
。
ま
ず
は
、
こ
の
里

山
で
、
森
と
人
の
共
生
に
つ
い
て
、
地
-
冗

の
人
々
や
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
学
び
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
き
た
い
。
若

井
さ
ん
は
、
い
つ
で
も
自
然
体
で
、

や
か
な
活
動
を
続
け
る
。
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明_.，1.cH~う 晴報

特別企画展「火山・立山大噴火J
[8/29 (日)までl
一般 100円/高・大 80円/小・中50円
現在も活動している立山火山を一例に、火
山活動を科学的な視点力、う分析します。

績演会を予定しています。
[8/8(日)14:00~ 16:00]※入場無料

金場/畏螺長会館401号室

講師/白尾元理氏 (火山写真家)
演題/空から見た日本の火山 ・世界の火山

9:30--17:00 ⑮ 月曜・祝日の翌日
一般 650円高・大 400円小・中 250円

夜の熱帯植物観察会
[817 (土).8(日 ) 19 ・ 00~21 :00 ] 展示温室
一般300円/IJ¥.中150円

示 『お盆の植物展j
[8パ 3 (金)~ 18 (水) ] サンライトホール

日曜植物案内「秋の七草」
[9/5(日)11 ・ OO~12:00]当日受付
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室生流・観世流 ・和泉流三派合同

第13回能楽鑑賞大会
[8/29 (日)一部9・00-、二部13:30-]
指定 4，500円/自由 3，500円
(当日各500円高)

'99シャンソン・フエスティHJレ
[9/19 (日)14:00-]

出演/堀内環、 広瀬敏郎、奥田品子ほか
S席 5，000円/A席 4，000円
(当日各500円高)

14・ 県広報と哲彦 1999.8

土門拳展
[8/22 (日)まで]

日本空代表する写真家土門拳の世界を、代表

「古寺巡礼Jシリーズを中心に紹介します。
一般700円/高・大500円/小・中350円

近代陶芸の巨匠河井寛次郎の世界
[9/4 (土)-1017(木)] 
一般900円/高・大650円/小・中450円
ーー0--17:00

曜・祝日の翌日

ぎよくてきゼき

「立山に産する玉滴石J
ーオHールの世界一

(9/26 (日)まで]
立山カルデラ内の新湯で産出するオパール

「玉滴石」の特色と産状や、国内外の
jてールを紹介します。

30--17: 00 (8/31まで8:30--17:
@月曜・祝日の翌日
一般 400円高・大 320円小・中 200円
※企画展のみ観覧の場合は無料

アドベンチャー「海J
O(月)まで}

ど、 「海」をテーマにした4種類の
ます。

ベットボ トルロケット競技会&講習会
[8/8 (日)9:00-15:00] 

プールでJ(フォーマンス
[8/13 (金)-15(日)] 
①11:00②12:00③13:30④ 14:00 
ブール広場で大道芸をお楽しみください。

ザマーナイトフ工スティ}(Jレ
[8/21 (土) 16:00-20:45] 
縁日コーナー、花火大会等

"" ，一一日の翌日

第2回富山ストリングオーケストラ公演
[8/10 (火)19:00-] 

指揮:松尾葉子、ピアノ :中沖玲子

〈プログラム〉

コレッリ・合奏協奏曲二長調 op.6-4

クリーグ .ホルベルグ組曲 op目40

シュト二ケ・モーツアルト・ア・ラ・ハイドン

ショスタコーヴィッチ，ピアノ協奏曲第1番八短調op.35

一般 3，000円/高校生以下 1，500円

感動の発見ライブ inオルピス

Vol.13ギターっておもしろい!
[917 (火) 18 : 30~ ]
出演/鈴木大介(ギター)、渡辺香津美(特別共演)

3，000円(会員は無料)

編集部から

県広報とやまの配布箇所として、新た

に、公立文化ホール、公共温泉施設、

運転教育センターが加わりました。

また、駅への配置も従来の4駅から16
駅に拡大しました。今後も少しでも入

手しやすくしていきたいと思います

ので、 「ここに置いてあればいpJとい

うご意見があればお寄せください。

重
晴
溝

豆.JR小杉駅

県広報とやまの各世帯配布版(年3回

発行)は、新聞折込で各家庭にお届け

します。また、通常版(年 7回発行)は、

次の場所で無料配布するほか、 郵送に

よる定期購読も受け付けています。

主な配布箇所

県庁、県刊行物センター(県民会館1

階)、県の各施設、市町村役場、図書館、

文化ホール、公共温泉施設、富山市民プ

ラザ、いきいき KAN(富山駅前CIC

5階)、高岡駅観光案内所、JR駅(一

部)、富山空港、東京事務所、大阪事務

所、名古屋事務所

定期購読の申込方法

郵便番号・住所・氏名 ・電話番号 ・購読

回数(通常版の回数)を明記し、 郵送料

として l回当たり 160円分の切手を

同封のうえお申し込みください。

※購読期間中は、通常版・各世帯版の

両方を郵送しますが、郵送料の負担は

通常版の分だけで結構です。

あて先

〒930・8501(住所不要)富山県庁広報課

「県広報とやまJ定期購読係

3月号プレゼン卜当選者

.魚津埋没林槽物館

オリジナルテレホンカード

五十嶋まち子さん(富山市)、田中盤美さん(高

岡市)、 寺崎美代子さん(氷見市)、米沢武さん

(入善町)、 中村光延さん (上市町)

・ピンナップとやま写奥

尾崎畠成さん、村井弘義さん、網谷園江さん、

竹内美矢子さん(富山市)、竹村カス'イさん(高岡市)

..立大学

GS・..境科牢
センター

重高司 歪富山

9月号(通常版)は9月上旬に発行予定

です。

ご応募お待ちしています。

県の公共工事コスト縮減の平成10年度実績は、どれだけ

だったでしょうか。

ro.o%、約00億円Jとお答えください。

→答えは 7ページにあります。

。 ~@ 軍 .......................... 

ジャパン・ワイルドライフ・フzスティパル'99

~第4回世界自然・野生生物映像祭in富山~

世界ト ップレベルの、自然や野生生物の映像が富山に集合。すばらレ

い大自然のドラマや、ひたむきな生命の営みを体験してください。

鵬期間一一日(日 )

上映時間/午前10時~午後5時(予定)

会場/富山市民プラザ(メイン会場)

高岡おとぎの森館(サテライト会場)

黒部市吉田科学館(サテライト会場)

@世界各国からの応募作品 300点 の中から最終ノミネー 卜さ れ た

22作品や、すぐれた招待作品を上映。最終 日には大賞 ほか各賞

が発表されます。

@今回から 、ほとんどの作品が日本語吹替版となりました。 お子

さんも十分お楽しみいただけます。

@映像上映のほかにも、野生生物映像の撮影ウラ話などのセミナ一、

シンポジウム、 写真展、体験型ワ ークショッ プなど、盛りだくさ

-現場~i富田

主な上映作品

「禁断の果実JI美女と野獣たちJIキン

グ・コブラJI最後のカエルJIザトウク

ジラの真実JI野生生物の超能力JIガラ

パゴスの吸血鬼たちJIサメの島JI蝶の

世界JI痛の目」

※詳細な上映時間については、右記事務

局までお問い合せください。

前夜祭坂田明コンサート [インフォマートで前売巾!]l-18日(水)一
会場/富山市民プラザ

入場料/前売3000円当日3500円

ボランティアスタッフ募集

映像祭の運営に携わるボランティアスタッフを募集してい

ます。ご希望の方は下記事務局まで

・問合せ干930-0094富山市安住町6-4

地球映像ネットワーク JWF運宮事務局宮076(445)5460

とやまの情報お伝えします!(8月の県政番組]

こんにちは富山県です北日本政送テレビ : 富山見たモン勝ち チューリップテレビ
毎週日躍 11:00-11:30 ・ 第4日曜 10:00-10:52 

1日ふるさと探訪(井波町) : 22日はじめよう!健康づくり

8日あなたの善意を待ってます(献血)

15日シ"ャHン・ワイルド、ライフ・フエスティ)¥)ν99 ; とやま県聞録 FMとやま
毎週月瞳~木曜日:30-11:40 

29日高校生のユニーク活動
毎週土贋 11 : 30-11 : 55 

※8月22日の歓送はありません。
※タイトルは、いずれも仮題です。

とやま超発見 1 富山テレビ
フォーカス・イン2 毎週日曜 9:00-9:30

1日とやまの橋(中学生大会)

8日 地球環境を大切にーエコロジー特集一

(小学生大会)

15日憧れの仕事(中学生大会)

22日夏休み大研究(小学生大会)

29日消防特集(中学生大会)

このほか、県からのお知らせは、新聞広報や

インターネ ッ トでもお伝えしています。

・新聞広報 「県かうのお知らせJ
毎月第二 ・最終土曜日の、北日本・読売 ・富山・

北陸中日 ・朝日 ・毎日の各新聞朝刊に掲載

※掲載日は変更される場合があります。

・富山県ホームページ
http://www.pref.toyama.jp/ 

E応募方法

ハガキに、クイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、職業と、

本誌の感想・入手方法を記載。

あて先/干930・8501(住所不要)

富山県庁広報課 「県広報とやま 8月号Jクイズ係

締切/9月10日 (消印有効)

正解者の中から5名の方lこ、特集でご紹介した、おわらの里

ふれあいホーム製 「和紙おわら切り絵うちわ」をプレゼントします。

県広報と哲彦 1999.8・ 13
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